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　ピックに対する考えをより深く追求でき、教授間の回答の違いや類似点を考えることで、自分自身
　の考えをより明確にまとめることができた。
・インタビューによっては、理解するのが難しいものもあったが、インタビュー回答者の英語という
　よりは、話されているトピックによる問題だった。
・教授達のコメントは、専門用語を使用したり、深い話題になったため、ときに理解が難しいことも
　あった。
・ビデオ視聴は、レッスンのトピックのよりよい理解を促進し、自分の考えをまとめることにも役立っ
　た。一方、ビデオデイ前の4レッスンで同一のトピックについて学習することで、インタビュー内
　容をよりよく理解できた。
・身近な教授のビデオインタビューは、他のどんな教材よりも意味深いものであった。自分たちのた
　めだけに作成された教材は大変すばらしいものだった。この英語レッスンは、他のどんなところで
　も受けることができないオリジナルのレッスンだった。
・当日のレッスンがビデオデイであると知るとクラスが大変活気づいた。
・字幕付DVDは、インタビューされた教授のコメントの理解度の確認や、新しい単語や文法構造に
　ついての理解を深めるために大変役立った。字幕付DVDは、ビデオデイレッスンの大事な一教材
　であった。字幕付DVDだけではなく、字幕のないDVDをはじめに視聴できてよかった。
・ビデオデイの後には、クラスメートやそれ以外の人たちとインタビュートピックについて、ひきつ
　づき話をしたかったが、言いたいことを十分に話すには、いつもレッスン時問が短すぎるように感
　じた。
・コースのはじまったばかりには、英語で質問に回答したり、自分の意見を発言したりするのは緊張
　し、少しおじけづいてしまっていたが、ビデオ視聴後は、担当教授ができるのだから、自分達にも
　できるはず、と英語で話すことに対する恐れが和らいだ。
・ビデオのインタビュートピックについて、担当教授と英語で話しをしてみようと思ったが、結局恥
　ずかしさに、思っただけで終わった。
・ビデオデイは、今後もひきつづき行われるべきだ。
　このプロジェクトの目的について尋ねたところ、学生全員が「ビデオは、彼らへのロールモデルの
提示であり、よい英語の例だ」と正確に回答した。また、彼らの、身近で尊敬する日本人が英語を話
す姿を見ることで、英語を身近に感じるようになったとも回答した。
将来の展望
　このプロジェクトの今後の行方は明らかである。学生達のビデオに対する反応は、予想を上回るポ
ジテイブなもので、今後もビデオプロジェクトは継続していかなければならない。また、このプロジェ
クトを発展させていくことも必要だ。学生達のコメントにあるとおり、彼らの担当教授のドデオであ
れば、より興味をもって、集中して授業を受けることができることから、できるだけ多くの学生達の
やる気を喚起するためにも、もっとたくさんの教授陣からの協力が必要となる。それによって、授業
で取扱うトピックもよりバラエティにとんだものとすることが可能になる。
　学生達自身からもおもしろい提案があった。ある学生は、次のビデオ撮影からは、学生がインタ
ビューやビデオ編集をしてはどうかという提案があった。また別の学生は、レッスンを受講した当該
年度の学生のインタビューを実施し、翌年の学生に見せたらどうかという提案もあった。これを実現
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するためには、かなりの作業量が発生するが、日本の大学生活の中での先輩、後輩の関係の重要性を
考えると、やるだけの価値はあるかもしれない。また、ビデオではなく、印刷物を使ったらどうかと
いう提案もあった。インタビューの代わりに、トピックにそった英語の小論文を教授陣に書いてもら
い、学生達は、それを読解することになる。いずれの提案にもそれぞれメリットがあり、今後検討が
必要とされる。
結論
　CEPインタビュープロジェクトは、大成功をおさめることができたと言える。CEP教師をはじめ、
インタビューに協力して頂いた専科教授陣、学生達からのプロジェクトヘの反応は、みなポジティブ
なものであった。CEPプログラムのインタビューDVD教材を使用したレッスンは、今後も継続して
行われる、新潟国際晴報大学のユニークな言語教育プログラムとなった。
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